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研究成果の概要（和文）：(1)大学院における統計学分野の教育課程編成上の参照基準についての検討、(2)大学院にお
ける新しい統計教育システムの構築についての検討、(3)大学院における統計教育のクラス分けテスト等についての検
討、等の研究を行った。
(1)については、従来の参照基準を改訂し、統計関連学会連合のHPに掲載した。また、日本学術会議版参照基準も12月
に刊行予定である。(2)については、国内外11大学での聞き取り調査を行い、他大学の参考になりそうな箇所に焦点を
あてて結果をとりまとめた。(3)については、クラス分けテストに使用できそうな言語運用力・数理分析力の問題を開
発し、そのパフォーマンスについての解析を行った。

研究成果の概要（英文）：Three kinds of researches on statistical education in a graduate school were 
carried out: (1)Investigation on reference standard for the organization of curriculum in statistical 
field, (2)Investigation on the construction of new systems of statistical education, (3) Investigation on 
the development of some placement tests.
As for (1), we revised the former reference standard and published it in the Home Page of Japanese 
Federation of Statistical Science Associations. The reference standard by Science Council of Japan will 
also be published in this December. For (2), hearing was carried out for 11 universities including two 
foreign universities. The collected information on good systems of graduate school and/or fields was 
summarized, which might be effectively used. As for (3), two kinds of placement tests, practical reading 
test and mathematical thinking test, were developed and the performanc was examined.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
現代の知識創造化社会において、統計学は、
データの収集・情報の抽出・帰納的推論・科
学的決定等を必要とするあらゆる分野で重
要になってきた。また、コンピュータの急速
な進展に伴い、複雑かつ大規模なデータを解
析するための新たな統計学を創成する必要
がある。このような状況下では、特に、大学
院における統計教育の充実を目指すことが
重要である。しかし、日本における大学院の
統計学教育の体制は脆弱であった。 
そこで本研究では、次の３つの課題を取り
上げて研究を行うこととした。第１に教育内
容に関しては、｢(1) 大学院における統計学
分野の教育課程編成上の参照基準について
の検討｣を行う。第２に教育組織に関しては、
｢(2) 大学院における新しい統計教育システ
ムの構築についての検討｣を行う。第３に教
育の方法等については、｢(3) 大学院におけ
る統計教育のクラス分けテスト等について
の検討｣を行う。 
 
２．研究の目的 
上記(1),(2),(3)の研究課題別に記述する。 
(1) 大学院における統計学分野の教育課程
編成上の参照基準についての検討 
 平成 20 年の中教審答申を受けて、平成 21
年以降日本学術会議において、質保証のため
に 30 の分野について教育課程編成上の参照
基準の作成が進められてきたが、その中に統
計学分野は含まれていなかった。しかし、統
計学は分野横断的な性質を有しており、近年
では程度の差こそあれ、どの学術分野におい
ても必須の学問になりつつある。また、社会
においても、統計学はさまざまな分野で貢献
している。このような状況を踏まえ、統計関
連学会連合では、平成 22 年８月に「統計学
分野の教育課程編成上の参照基準」（以下、
「学部参照基準」）を取りまとめた。これは、
基本的には、各大学の一般教育や学部段階で
の専門教育における統計関連のカリキュラ
ムを構築する際に参照すべき基準と位置づ
けられている。そこでは、大学院や社会との
接続を念頭においてはいるものの、大学院レ
ベルでの参照基準は検討されておらず、その
作成は急務である。そこで本研究では、統計
関連学会連合の作成した「学部参照基準」を
踏まえ、それに円滑に接続する大学院段階で
の「参照基準」（以下、「大学院参照基準」）
について検討し、その研究結果を広く活用し
てもらうことを第１の目的とする。 
 
(2) 大学院における新しい統計教育システ
ムの構築についての検討 
欧米の大学・大学院では、統計・生物統計
の学科や専攻は数多く存在するが、日本では
皆無であり、その設置が望まれる。しかし、
国公立大学の法人化や少子化等の要因によ
り、大学院で統計の専攻を設置するのは極め
て難しい状況にある。このような状況に鑑み

た場合、大学院の中に統計関連の何らかの組
織を、“外から見える形”で構築することは
ぜひとも必要である。具体的には、例えばあ
る専攻でいくつかの研究科／専攻に亘る統
計関連の講義・演習を開設したり、「アクチ
ュアリ試験」や平成 23年 11 月から開始され
る「統計検定」をインセンティブとしたセミ
ナーを開設する等の工夫が考えられる。また、
例えば統計関連の副専攻を設置する等して、
実質的に専攻横断的な統計教育のシステム
を考えることも可能かもしれない。本研究で
は、このような“統計関連の何らかの組織”
についてのアイデアをまとめ、各大学院の実
状に応じて組織形態を選択し易いように整
理・分類することを第２の目的とする。 
 
(3) 大学院における統計教育のクラス分け
テスト等についての検討 
 上記(2)項で述べたような何らかの専攻横
断的な組織において、セミナーや講義・演習
等の教育を行う場合、統計に対する知識レベ
ルが異なる様々な学生が履修する可能性が
高い。この場合には、何らかのクラス分け（プ
レースメント）を行う必要がある。この際、
大学入試センターが実施していた法科大学
院適性試験や、総合試験が使える可能性があ
る。そこで、この可能性について検討するこ
とを第３の目的とする。 
 
３．研究の方法 
上記(1),(2),(3)の研究課題別に記述する。 
(1) 大学院における統計学分野の教育課程
編成上の参照基準についての検討 
次のような方法により、研究を進める。 
① 国内の大学院で、統計関連のセミナーや
講義・演習を行っている研究科／専攻に対し
て、授業実施状況・改善点等の調査を行う。
② 人文科学系、社会科学系、生命科学系、
理工学系等の分野に分けて、「大学院参照基
準」の素案を作成する。 
③ この素案を、統計関連学会連合に提案し、
検討を行ってもらい、修正を行う。さらに、
各学問分野の有識者に意見を求め、それを参
考にしてさらなる改善を図り、本研究として
の最終案を作成する。 
④ もし可能ならば、作成した「大学院参照
基準」の最終案を、日本学術会議での各種の
議論に反映させるべく、各分野の学会や各種
関連団体等への普及を図る。 
 
(2) 大学院における新しい統計教育システ
ムの構築についての検討 
 次のような方法により、研究を進める。 
① 統計関連の教員がいる研究科／専攻に対
して、その組織形態・授業開設形態や、組織
改編の要望等についての調査を行う。また、
“統計関連組織”についての新たなアイデア
についても調査する。 
② 実績のある研究科／専攻に赴いて、担当
教員から話を聞き質疑を行う等の詳細な実



地調査を行う。また、参考になりそうなアイ
デアについても、聞き取り調査を行う。 
③ 調査結果を取りまとめる。大学院の設置
形態は多様なので、“統計関連の何らかの組
織”についても何種類かに分類して取りまと
めを行い、｢新たな組織形態｣(案)を作成する。
また、全国の統計教育に携わる有識者に意見
を求め、それを参考にしてさらなる改善を図
り、本研究としての最終案を作成する。 
④ 作成した内容をとりまとめた冊子「大学
院における新しい統計教育システムの構築
について」を、各国公私立大学等の関係団体
に配布し、各教育システムの利点・欠点・今
後の発展等についての説明を行うと共に、そ
の普及に努める。 
 
(3) 大学院における統計教育のクラス分け
テスト等についての検討 
次のような方法により、研究を進める。 
① クラス分けテストの対象とする大学院の
研究科／専攻を選ぶ。この際、「アクチュア
リ試験」や「統計検定」等のセミナーを開講
している大学院や、副専攻等の組織を設置し
ている大学院を優先する。また、国公私立の
バランス、専攻分野のバランスも考慮する。 
② 大学入試センター試験や法科大学院適性
試験の過去の問題等から、大学院での統計教
育のクラス分けテストに使用できそうな問
題を選ぶ。 
③ 対象とする大学院の研究科／専攻の各々
に対して、モニター調査で課すクラス分けテ
スト問題を作成する。必要な場合には、他の
公的試験の過去問等も利用する。 
④ それまでの研究で選定した大学院の研究
科／専攻の各々に対して、作成したクラス分
けテスト問題を用いたモニター調査を行う。
⑤ このテスト結果を解析し、どのような研
究科／専攻に対して、どのような種類のクラ
ス分けテスト問題で試験を行えば、その後の
教育効果が挙がるかについての予測を行う。 
⑥ 以上の研究成果を報告書としてまとめ、
関係のありそうな大学院研究科／専攻に配
布する。いくつかの大学院については、クラ
ス分けテストの更なる改善を計るため、研究
科／専攻の責任者・担当者と意見交換を行う。 
 
４．研究成果 
上記(1),(2),(3)の研究課題別に記述する。 
(1) 大学院における統計学分野の教育課程
編成上の参照基準についての検討 
大学院における「参照基準」を作成するた
めには、その前提となる大学学部における統
計教育の内容が問題となるため、統計関連学
会連合統計教育推進委員会および統計教育
大学間連携ネットワーク質保証委員会にお
いて、平成 22 年度に作成された「参照基準」
の、かなり大幅な改訂を行った。この過程で、
大学院における統計教育は、専門分野や教育
内容のレベル等において、極めて多種多様で
あることが判明し、ある程度の汎用性を持っ

た「大学院参照基準」を作成することは困難
であるとの判断に至った。そこで、学部の参
照基準を作成する際に、各専門分野ごとに、
大学院での統計教育や社会との接続を十分
に考慮した改訂を行い、かつ下記(2)項にお
ける研究の成果を併せて考慮することによ
り、当初の研究目標の達成を目指すこととし
た。この新しい「参照基準」は、平成 26 年 8
月に公表され、統計関連学会連合のホームペ
ージに掲載されている（http://www.jfssa. 
jp/ReferenceStandard2.pdf 参照）。 
 さらに、平成 26 年度には、日本学術会議
に統計学分野の参照基準検討分科会を設置
し、新たな参照基準の作成を行っており、平
成 27 年 12 月までには刊行の予定である。そ
の主な内容は、①統計学の定義、②統計学に
固有の特性、③統計学分野を学ぶすべての学
生が身に付けることを目指すべき基本的な
素養、④学修方法及び学修成果の評価方法に
関する基本的な考え方、⑤市民性の涵養をめ
ぐる専門教育と教養教育との関わり、⑦生涯
教育としての統計学教育体系、である。これ
らの該当部分では、大学院での統計教育や社
会との接続をふまえた参照基準が提示され
ており、多種多様な専門分野や教育内容のレ
ベルをもつ大学院での統計教育に参考にな
ると考える。 
 
(2) 大学院における新しい統計教育システ
ムの構築についての検討 
 国内外において、統計関連の教員が多く、
また数々の優れた実績をあげている研究科
／専攻、他大学院の参考になると考えられる
ような工夫された教育組織・授業形態等を有
している研究科／専攻を調査対象に選び、数
名の担当教授から話を聞いて質疑を行う等、
詳細な実地調査を行った。主な調査項目は、
①大学・研究科・専攻に関わる属性、②理念・
重視していること、③特色・工夫、④授業科
目とその内容・評価方法、⑤修士・博士論文
に関わる事項、⑥学内・近隣大学間での研究
交流、⑦要改善点、⑧組織改編の計画/展望、
⑨統計関連組織に関するアイデア、⑩カリキ
ュラムに関わる諸問題、⑪大学間での授業提
供・単位互換についての考え、⑫特記事項、
等である。この調査結果および優れた組織形
態や授業形態、今後参考となりそうなアイデ
ア等については、本年夏頃を目途に「大学院
における新しい統計教育システムの構築に
ついて」と題する小冊子にまとめて公表・配
布の予定である。本項では、調査対象とした
各大学院において、特に他大学院の参考とな
りそうな部分について、簡潔に例示する。 
 ①北海道大学については、情報科学研究科、
工学研究科、経済学研究科、医学研究科等の
様々な分野において統計教育が行われてお
り、また相互間の連携も図られている。②東
北大学については、医学系研究科および病院
の臨床試験データセンターにおいて生物統
計等の充実した教育が行われているが、業務



の量が多く、教育との両立が課題であろう。
③中央大学については、理工学研究科の数学
専攻や経営システム工学専攻以外に、データ
科学副専攻のシステムがある。これは統計を
マイナーとして選択する制度であり、統計の
他分野との協働を促進し、裾野を拡げる観点
から、極めて優れたシステムであり、他大学
の参考になる点が多いと考えられる。④同志
社大学については、文系も入った文化情報学
研究科において、文理融合型の統計教育が行
われており、今後の統計関連専攻の設立の際
に、参考になる部分が多いと考えられる。⑤
大阪大学については、学際融合教育が推進さ
れており、大学院副専攻プログラム・大学院
等高度副プログラム等の独創的な試みが開
始されているが、統計教育はその１つの中核
をなしており、今後の発展が大いに期待でき
る。これらの取組は、他大学の参考になると
考えられる。⑥岡山大学については、大学院
の統計教育は、主として環境生命科学研究科
で行われているが、経済・教育・医学系にお
いても統計教育が行われている。特に、岡山
理科大学や岡山商科大学等との大学間連携
も勢力的に行われている点が特徴的である。
⑦鳥取環境大学については、環境情報学研究
科において統計教育が行われているが、現在
のところスタッフ数が限られている。しかし、
環境問題の解決のためには統計学の寄与は
不可欠であり、今後の進展が期待される。⑧
九州大学については、理学研究科において数
理統計学の教育が行われている以外に、純
粋・応用数学を融合して産業界との連携を図
るマス・フォア・インダストリ(Mathematics 
for Industry)の試みも行われており、今後
の進展に期待がかかる。⑨久留米大学につい
ては、医学研究科において、生物統計学を中
心とする教育が行われているが、そのカリキ
ュラムはよく考えられた極めて優れたもの
である。また、セミナーやスタッフの役割
等々についても考慮に値すべき点も多く、今
後の生物統計の拠点形成の際に大いに参考
になると考えられる。⑩シンガポール国立大
学(National University of Singapore)につ
いては、教育設備の充実と、諸外国との交流、
および産学連携の推進が特徴的である。すな
わち、学内およびそれに隣接した敷地に１つ
の町（タウンプラザ）を建設し、有名欧米大
学のアジア研究キャンパス（Yale 大学等）
や、多国籍企業の研究室が入っており、活発
な教育・研究が展開されている。情報系（IT）
が１つの中心であるが、統計系のデータサイ
エンスにも大いに焦点があてられているよ
うであり、今後におけるインフラや組織の構
築の際に、大いに参考になると考える。⑪カ
リフォルニア大学サンフランシスコ校
(University of  California, San Francis- 
co ; UCSF)については、キャンパスが分散し
ていることもあり、かなり多くの研究科にお
いて、独自の統計教育が行われており、緩や
かな連携もとられているようである。さらに、

近隣の UC Berkeley や、Stanford University
等との交換プログラムやセミナーも盛んに
行われており、今後の日本における統計教育
の進展にとって、大いに参考になると考えら
れる。 
 以上、各大学院における統計教育の実情、
今後の充実・発展のためのアイデア等につい
ての聞き取り調査の主な結果の一例を紹介
したが、特に外国においては、大学を中心に、
産学連携・社会人（生涯）教育を充実させる
ためのインフラやソフトを、多額の経費を投
資して、極めてスピーディに実現しつつある
ことは、今後の日本の大学院教育のあり方に
ついて、示唆に富むものであると考えている。
上述したように、これらの結果は、小冊子に
まとめて公表・配布の予定であるが、これは
今後の日本の大学院における統計教育の組
織形態・授業開設形態の検討の際に寄与する
と考えている。 
 
(3) 大学院における統計教育のクラス分け
テスト等についての検討 
 大学院において統計学を受講する学生は
多種多様であり、それらに対応するためのク
ラス分けテストを作成するのは現実的では
ないと判断した。そこで、大学入試センター
研究開発部の共同研究と連携し、プレースメ
ントテストの需要の多い学部レベルに対す
るテストを作成し、それを援用することを考
えた。まず、テストの科目について検討した
結果、論理的な思考力や表現力、数理的な基
礎能力や活用力、等が必要と考え、「言語運
用力」および「数理分析力」の２種類の科目
のテストを課すこととした。そこで、２つの
研究グループに分かれ、大学入試センター試
験/法科大学院適性試験の過去の問題や、他
の公的試験の過去問等を収集し、統計教育の
クラス分けテストに使用できそうな問題を
いくつか選定した。さらに、それらを改良し
た問題も何題か作成した。その後、測定して
いる能力や難易度等のバランスを考え、各科
目５種類程度のテスト問題を作成した。 
 次に、これらの問題を使用して、高校生・
大学生を対象としたモニター試験を、数回行
った。具体的には、関西国際大学を中心とす
る大学間連携共同教育推進事業と連携して、
３高校、５大学・短大に対して、３年に亘っ
てモニター調査を行った。その結果、作成し
た問題によるテストは、おおむね期待通りの
成績分布であり、これらの大学の推薦入試や
ＡＯ入試等においては、有効に機能すると考
えられた。しかし、大学院レベルのプレース
メントテストとしては易しすぎると考えら
れた。また、大学入試センターの共同研究に
おいても、他の学生層に対する同様のテスト
のパフォーマンスを検証したいとの要望も
あり、より難度の高い問題を作成した。種々
の現実的な制約を考慮し、言語運用力の問題
５題（内１題は英文で書かれた問題でかなり
難しい問題）と数理分析力の問題４題を１つ



の冊子にまとめ、モニター試験を行った。具
体的には、2015 年１月のセンター試験の日に、
モニター生400人程度に対して試験を行った。
受験者は、東京大学、東京工業大学、一橋大
学、東京学芸大学、電気通信大学の１年生で
あり、かなりレベルの高い学生であったため、
大学院レベルのプレースメントテストの対
象として想定するレベルと同程度ではない
かと考えられた。その試験結果のヒストグラ
ムを以下に示す。 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
上の図は、言語運用力における日本語４題の
合計点数の分布であり、比較的きれいな分布
になっており、試験の難度・識別力がうまく
調整できた問題となっていたことが分かっ
た。これらの問題は、法科大学院適性試験の
過去問を参考として作成されたものが多く、
今後も同様な良問が作成可能と考えている。
下の図は、数理分析力の４題の問題の合計点
数の分布であり、満点の階級にモードがある、
ほぼ単調増加の分布になっている。これより、
今回出題された数理分析力の問題は、このレ
ベルの学生にとっては易しすぎたことが分
かった。したがって、大学院のプレースメン
トテストで数理分析力の問題を出題する場
合には、より難度の高い問題を作成する必要
のあることが分かった。これらの詳細な結果
は、発表論文②にまとめられている。 
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